
地域生活応援システム
地域コミュニティによる健康安心づくり

釜 石 市
健康推進課

保健・医療・福祉・生涯学習の連携



○ 人口減少・少子高齢化
○ 家族の支援力・地域で支えあう力の低下
⇒ 子育てに対する不安
⇒ 高齢者の生きがいがない など

○ 県立釜石・市民病院の統合
⇒ 保健福祉の充実が必要

計画策定の背景・経過

地域生活応援シ
ステム基本計画

策定

○ 保健・医療・福祉サービスを総合的に調整する機能
が必要。

○ タテワリ的な業務から、地域の状況に合わせた業務
を行う仕組みづくりが必要。

○ 健康づくり、地域の支え合いには、地域づくりを進
める生涯学習の取り組みが必要。

生活応援センターの設置
○ 保健師などの職員が地域に常駐

○ 保健福祉・公民館事業・行政窓口業務を一体的に実施

生活応援センターの設置
○ 保健師などの職員が地域に常駐

○ 保健福祉・公民館事業・行政窓口業務を一体的に実施

保健・医療・福祉・生涯学習の連携を強化

【平成17年度】

○庁内外での協議・説明 ⇒ 協議会の設置 市政懇談会、講演会の開催 ほか

○かまいし健康ルネサンス構想（地域再生計画）の認定

⇒ 保健・医療・福祉・生涯学習の連携強化 保健福祉センターの整備

【平成18年度】

○モデル事業(唐丹地区)
⇒ 組織体制の検証・協働の仕組みづくり(健康まちづくり検討会 アンケート調査)

○健康まちづくり検討会 ⇒ 地域の理想像、課題、役割分担のとりまとめ

○健康安心まちづくりフォーラム ⇒ 検討会での提言のとりまとめ

○アンケート調査 ⇒ 保健・医療・福祉・生涯学習・子育てなどの意識調査

○講演会・懇談会

地域の現状・課題 方向性

施 策

取り組み

平成19年度
本格実施



地域生活応援システムの基本的な考え方
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生活応援システム基本計画の考え方

各地区別で実施計画づくりを
する

「健康で安心して暮らせるまち」を実現する

地域の目標、課題
に対する共通認識
をする

地域リーダー
の育成・発掘

まちづくり検討会を開催する

地域のネット
ワークをつく
る。

住民との意見交換をする

住民・行政が果たす
役割を明確にする

成果をみんなで
確認しながら行う

地域コミュニティによる健康安心づくりをする

心と体の健康度に応じた健康づくりをする 個別サービスを充実させる

ボランティア
の育成

健康的な生
活習慣づくり
をする

病気の早期
発見・対応を
する

病気や障害
のある人の
健康づくりを
する

訪問活動を
強化する

相談・指導
を充実する

情報・学習
機会を充実
させる

事業評価を行う

個人情報を保護する

協働により進める

課題解決に向けた
提言を行う

健康釜石21プランを
実行する

健診結果のフォ
ローアップをする

退院患者のフォ
ローアップをする

活動的な85歳をつくる

災害弱者に対する安心・安全づくりをする
地域で支え合う力を育成する

地域支援事業を行う

防災・防犯の
ネットワークを
つくる

子育てをサポート
する体制づくりを
する

教育振興運動を活発にする

応援センターをサポートする

戸籍などの行
政サービスを
行う

公民館分館・
集会場を有効
的に活用する

ケア会議検討
会を開催する

応援センター運営委員会
を開催する

個人情報の基本的
な考え方

地域活動推進員な
どを育成する 健康・仲間づくり活

動を推進する

早世を減少させる

健康寿命を延ばす
受診率の向上
させる取り組み
をする

生活習慣の改善
をサポートする

家族のコミュニケーション
をしっかりする

規則正しい生活をする

親自身の子育ての力をつ
ける

あいさつ・声をかけ合う

地域の交流を活発にする

人材マップをつくる

地域の高齢者
の力を見つける

行事・活動な
どの情報提供
をする

広報・市のHP
を充実させる

集まれる場所を
提供する

グループ交流のきっ
かけづくりをする

ノウハウが必要
な仕組みづくり
をする

安否情報を把握する

栄養等の療養指
導を行う

母と子への支援
を行う

介護予防の活動を行う

障害者への情
報提供を行う

公民館活動と一
体的に行う

専門知識によるア
ドバイスを行う



行政の役割
協 働個人・家庭・地

域の役割 地域課題の共通認識
実行・評価

生活応援センターのサポート体制

生活応援センター
(市内7箇所)

地域生活応援システムのイメージ

地域で支え合う力の育成
○地域ネットワークづくり
○リーダーづくり
○ボランティアの育成

個別サービスの充実
○訪問活動の強化
○相談・指導の充実
○情報・学習機会の提供

地域 ・ 住民
(乳幼児から高齢者までを対象)

保健師などの職員が常駐

心と体の健康度に応じた健康づくり
○健康的な生活習慣づくり

○病気の早期発見・対応
○病気や障害のある人の健康づくり

医 療医 療

保 健保 健 生涯学習生涯学習

４分野の連携強化
サービス調整 福 祉福 祉



生活応援センターの設置

生活応援センター設置箇所

栗橋地区センター
(栗橋出張所)

鵜住居地区センター
(鵜住居出張所)

甲子地区センター
(甲子公民館)

小佐野地区センター
(小佐野ｺﾐｭﾆﾃｨ会館)
小佐野・中妻地区

釜石地区センター
(保健福祉センター)

唐丹地区センター
(唐丹公民館)

平田地区センター
(旧平田診療所)



センターの
業務を統括

センターの
業務を統括

生活応援センターの組織体制

保健福祉業務

看護師・栄養士保健師事務職

センター所長

公民館事業

証明書等交付業務
（釜石/平田地区センターを除く）



職員
兼務

職員
兼務

生活応援センターの組織・業務

健康推進課健康推進課

地域包括支援センター
（高齢介護福祉課）

地域包括支援センター
（高齢介護福祉課）

生涯学習
スポーツ課

生涯学習
スポーツ課

●保健事業（母子・成人）
(訪問活動、健康相談、ウォーキング教

室、子育てサークルなど）

●行政窓口サービス
（届出書の受付、証明書の交付、税金な
どの納付ほか)
●各種検診・予防接種の支援

健
康
福
祉
部

教
育
委
員
会

●介護予防支援業務
（介護予防プラン作成）

●地域支援事業
（もの忘れ予防教室、閉じこもり予防、
地域活動推進員育成・支援）

●公民館事業
（健康まちづくり検討会、青少年教室
ほか）

生活応援
センター

(所 長)

公民館
(館 長)

組 織組 織 業 務業 務

市
民
環
境
部

市民課市民課

●特定健康診査・保健指導業務
（メタボリックシンドロームの予防・解
消、生活習慣の改善ほか）


